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機能の概要と変更履歴

要約データ

5G-UPF該当製品または機能エリア

VPC-SI

SMI
該当プラットフォーム

有効、常時オン機能のデフォルト設定

N/Aこのリリースでの関連する変更点

該当なし関連資料

マニュアルの変更履歴

リリース改訂の詳細

2021.02.0最初の導入。

機能説明
進行中のデータセッションを継続する必要があるUEの場合、LTEとWi-Fi（S2b）間のシーム
レスなハンドオーバーは、5G UPFアーキテクチャでサポートされています。
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LTEからWi-Fiへのハンドオーバーが開始され、セッション作成応答（CSR）がWi-Fiトンネ
ルで送信されるとすぐに、ベアラー削除要求（DBR）がLTEトンネルを介して送信されます。
この際、ePDGでの IPSecトンネル確立の遅延により、パケット損失が発生します。パケット
損失の問題に対処するために、設定されたハンドオーバータイマーの期限が切れたときにの

み、ベアラー削除要求が LTEトンネルで送信されます。LTEトンネルがアクティブな場合、
アップリンクとダウンリンクのデータは LTEトンネルで交換されます。ハンドオーバーが完
了すると、アップリンクとダウンリンクのデータがWi-Fiトンネルで交換されます。これによ
り、パケット損失を防げます。Wi-Fiから LTEへのハンドオーバー中に、ベアラー変更要求が
HI=1で受信されると、仕様に従ってWi-Fiから LTEへのトンネル切り替えが開始されます。

この機能には次の利点があります。

• LTEからWi-Fi（S2bGTP）へのハンドオーバー中のパケット損失を最小限に抑え、ハンド
オーバーをシームレスにします（つまり、メイクビフォアブレーク）。

• P-GWで両方のトンネルが確立されている場合、LTE手順は LTEトンネルを介して正常に
処理されます。

• P-GWで両方のトンネルが確立されている場合、Wi-Fi手順はWi-Fiトンネルを介して正
常に処理されます。

• LTEからWi-FiまたはWi-Fiから LTEへのハンドオーバーでは、シームレスなハンドオー
バーを実行するために、新しいアクセストラフィックタイプにトンネル識別子が割り当て

られます。

重要

機能の仕組み

EPCから非3GPPへの信頼できないWi-Fiハンドオーバーコールフロー
このセクションでは、EPCから非 3GPPの信頼できないWi-Fiハンドオーバーコールフロー
について説明します。
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図 1 : EPCから非 3GPPへの信頼できないWi-Fiハンドオーバーコールフロー

表 1 : EPCから非 3GPPへの信頼できないWi-Fiハンドオーバーコールフローの説明

説明ス

テッ

プ

UEは 3GPPアクセスネットワークに接続されています。

SMF + PGW-Cは、IPv4、IPv6、またはデュアルスタックの UPF、PCF、および CHF
と通信して、4G LTE PDUセッションを確立します。PCFは、SMポリシー制御の作
成に応答して、SMポリシーの決定であるポリシー制御要求トリガーを送信します。
CHFは、課金データ作成の応答で、SMFに対しセッションレベルまたは料金設定グ
ループレベルのトリガーを提供します。

1

UEは信頼できない非 3GPPアクセスに接続され、ePDG選択プロセスで ePDGが選択
されます。次に、UEは、3GPP TS 23.402（セクション 8.6.2.1）で定義されているハ
ンドオーバー接続手順を開始します。UEと ePDGの間に IKEトンネルが確立され、
UEが AAAサーバとの SWmインターフェイスを介して認証された後、UEは IKE認
証（IKE_AUTH）を開始します。IKE_AUTHには、EPCおよび P-CSCFと DNSのオ
プションで以前に割り当てられた IPv4または IPv6アドレスの構成パラメータが含ま
れます。

2
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説明ス

テッ

プ

ePDGは、Create Session要求を P-GWに送信します。この要求には、詳細が含まれて
います。

• IMSI

• APN

•ハンドオーバーインジケータ

• RATタイプ

•コントロールプレーンの ePDG TEID

•ユーザープレーンの ePDGアドレス

•ユーザープレーンの ePDG TEID

• EPSベアラー ID

•ユーザーの現在地

RATタイプは、非 3GPPアクセステクノロジータイプを示します。UEが IPアドレ
スの保持をサポートし、ポートアナライザアダプタ（PAA）に含まれている場合、
ePDGはセッション作成要求で引き継ぎの通知を構成し、PDNゲートウェイが UEに
割り当てられた同じ IPアドレスまたはプレフィックスを再割り当てできるようにし
ます。この IPアドレスまたはプレフィックスは、UEが 3GPP IPアクセスに接続さ
れ、PCFでポリシー変更手順を開始するときに割り当てられます。

3

SMFは、UDMを使用して PGW-C FQDNを更新することにより、UDM登録を実行し
ます。

EPCとのセッション確立中に UDM登録は行われません。

4a

SMFは、EPCセッションの確立中に受信した課金トリガーに対してステップ 3で利
用可能な情報を使用して、課金トリガーを検出します。

4b

SMFは、EPCセッション確立中にPCFとの通信で受信した要求ポリシー制御トリガー
に対してステップ 3で利用可能な情報を使用して PCFトリガーを検出します。

4c

ステップ 4bで受信した検出されたアーム化されたポリシー制御トリガに基づいて、
SMFは、ステップ3で検出されたアクセスパラメータを使用してPCFにSMポリシー
制御更新要求を送信します。

5

PCFは、新しいまたは更新された PCCルールを含み、SMポリシー制御更新応答を送
信します。更新応答には、SMポリシー決定に関する情報が含まれています。

6

ステップ 6で受信した情報と EPCセッションの既存のポリシーデータに基づいて、
SMFは新しいまたは更新された PCCルールの情報を準備します。

7
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説明ス

テッ

プ

クォータ情報を必要とする新しい料金設定グループを含む新しいPCCルールをステッ
プ 6で受信した場合、SMFは CHFに課金情報の更新要求を送信します。SMFには、
PDUセッション情報の新しいアクセスパラメータも含まれます。

8

CHFは、ステップ 8で要求された料金設定グループのクォータ情報を含むマルチユ
ニット情報とともに課金更新応答を SMFに送信します。CHFは、EPCセッションの
既存の料金設定グループの新しいクォータ情報を送信することもできます。

9

SMFは、CHFから課金更新応答として受信した情報を処理します。10

SMFは、Wi-Fiトンネルのために、N4セッション変更要求を UPFに送信します。こ
の要求には、アップリンクPDRの作成、QERの作成、受信した新しい料金設定グルー
プクォータ情報の URRの作成、および変更されたクォータ情報の URRの更新に関
する詳細が含まれています。

11

UPFは、N4セッション変更応答として作成された PDR内にある ULトンネル情報を
SMFに送信します。

12

SMFは GTPv2セッション作成応答を S-GWに送信します。このレスポンスでは、承
認されたまたは部分的に承認されたリクエスト、P-GW S2b F-TEID、PAA、
APN-AMBR、ベアラーコンテキスト作成、課金ゲートウェイアドレス、APCOに関す
る詳細を示します。

13

SMFは、S-GWに GTPv2ベアラー作成要求を送信します。この要求には、作成され
るエンドユーザーへの DLトンネル情報を含むベアラーコンテキストリストに関す
る情報が含まれています。

14

S-GWは SMFに GTPv2ベアラー作成応答を送信します。応答には、承認された要求
または部分的に承認された要求の詳細と、ベアラーコンテキストが含まれます。

15

SMFはベアラー応答の作成を処理し、確立されたベアラーのDLトンネル情報と失敗
した EBIリスト（ある場合）を取得します。SMFは、Wi-Fiトンネルのために、N4
セッション変更要求をUPFに送信します。この要求では、各ベアラーのDLトンネル
情報、RAT変更情報を使用して DL PDRおよび DL FARを作成し、4Gトンネルのリ
ソースを削除します。SMFは、受信した失敗した EBIリストまたは失敗した QFIリ
ストのWi-Fiトンネルの N4リソースも削除します。

16

UPFは、N4セッション変更応答として使用状況レポートを SMFに送信します。17

SMF + PGW-Cは、S-GWにGTPv2 DB要求を送信します。この要求には、EBIまたは
EBIのリストが含まれます。

18

S-GWは SMF + PGW-Cに GTPv2 DB応答を送信します。19

SMFは、課金更新要求を CHFに送信します。この要求には、ステップ 8で受信した
新しいアクセスパラメータと使用状況レポートの詳細を含む複数使用状況レポートを

含む PDUセッション情報が含まれています。

20
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説明ス

テッ

プ

CHFは、SMFに課金更新応答としてマルチユニット情報を送信します。マルチユニッ
ト情報には、既存の料金設定グループの新しいクォータ情報が含まれている場合があ

ります。

21

SMFは、SMポリシー制御の更新要求をUPFに送信します。このリクエストには、ベ
アラー応答の作成の一部として AMFから受信した失敗した QFIリストの新しいアク
セスパラメータとルールレポートが含まれています。

PCFは、SMポリシー制御更新応答として SMポリシー決定を送信します。

SMFは SMポリシー決定を処理し、3GPP 23.502セクション 4.3.3.2で定義されている
PCF Initiation Modify手順として処理します。

22
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このセクションでは、非 3GPPの信頼できないWi-Fiから EPCハンドオーバーコールフロー
へのについて説明します。
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図 2 :非 3GPP信頼できないWi-Fiから EPCへのハンドオーバーコールフロー

表 2 :非 3GPP信頼できないWi-Fiから EPCへのハンドオーバーコールフローの説明

説明ス

テッ

プ

信頼できない非 3GPPアクセスを介して UEと ePDG間で 1つ以上の PDUセッション
が確立されます。UEの 5G NAS機能により、ePDGは PGW + SMFを組み合わせて選
択します。UEが PDUセッション IDを PGW+SMFに送信します。

1
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説明ス

テッ

プ

UEは E-UTRANアクセスを検出し、現在使用されている非 3GPPアクセスシステム
からE-UTRANにセッションを引き継ぎます。3GPPアクセスシステムのUE検出の詳
細については、「3GPP TS 23.401」、4.8項を参照してください。

UEはハンドオーバー接続要求タイプのアタッチ要求をMMEに送信します。E-UTRAN
は、3GPP TS 23.401で定義されているように、UEから受信したメッセージをMME
にルーティングします。UEには、送信元の非 3GPPアクセスの PDN接続に対応する
APNの 1つが含まれます。APNは、3GPP TS 23.401で定義されているように提供さ
れます。

2

MMEとHSSが認証を実行します。次に、位置情報の更新手順とサブスクライバデー
タの取得によって APN情報を受信します。

MMEは、3GPP TS 23.401で定義されているように APN、SGW、および PDNゲート
ウェイを選択します。MMEがセッション作成要求メッセージをSGWに送信します。
この要求には、IMSI、MMEコンテキストID、PDN-GWアドレス、「ハンドオーバー」
要求タイプのハンドオーバー指示、および APNに関する情報が含まれます。

3

SGWは、3GPP TS 23.401で説明されているように、Create Session Request（ハンド
オーバー通知）メッセージをHPLMNの PDN-GWに送信します。MMEはセッション
要求作成メッセージにハンドオーバー指示情報を含めるため、SGWは GTPv2セッ
ション要求メッセージをPDNGWに送信します。このメッセージには、IMSIの詳細、
APN、ハンドオーバーの表示、RATタイプ、ユーザープレーンの S5-C TEID、S5-U
TEID、EBI、およびユーザーロケーション情報に関する詳細が含まれます。RATタ
イプは、3GPP IPアクセス E-UTRANテクノロジータイプを示します。UEが IPアド
レスの保存をサポートしており、PAAに含まれている場合、SGWはセッション作成
要求でハンドオーバー通知を構成します。この構成では、PDN GWは、UEが 3GPP
IPアクセスに接続している間に UEに割り当てられていたのと同じ IPアドレスまた
はプレフィックスを再割り当てします。この構成では、SGWはPCFに対してポリシー
変更手順を開始します。

ハンドオーバー通知に含まれているため、PDNGWは、この時点で非 3GPP IPアクセ
スから 3GPPアクセスシステムにトンネルを切り替えることはありません。

登録はWi-Fiセッションの確立中に行われるため、SMFは UDM登録を実行しませ
ん。

4

SMFは、EPCセッションの確立中に受信した課金トリガに対してステップ 3で利用
可能な情報を使用して、課金トリガを検出します。

4a

SMFは、EPCセッション確立中に PCFとの通信で受信した要求ポリシー制御トリガ
に対してステップ 3で利用可能な情報を使用して PCFトリガを検出します。

4b

ステップ 4bで受信した検出されたアーム化されたポリシー制御トリガに基づいて、
SMFは、ステップ3で検出されたアクセスパラメータを使用してPCFにSMポリシー
制御更新要求を送信します。

5
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説明ス

テッ

プ

PCFは、新規または更新された PCCルールを含めることによって、SMポリシーの決
定である SMポリシー制御更新応答を送信します。

6

ステップ 6で受信した情報と EPCセッションの既存のポリシーデータに基づいて、
SMFは新しいまたは更新された PCCルールの情報を準備します。

7

SMFはステップ 6で新しい PCCルールを受信した場合、課金更新要求を、クォータ
情報を持つ新しい料金設定グループとともに CHFに送信します。この要求には、新
しいアクセスパラメータを含む PDUセッション情報が含まれています。

8

CHFは、SMFに課金更新応答としてマルチユニット情報を送信します。マルチユニッ
ト情報には、料金設定グループの新しいクォータ情報と、EPCセッションの既存の料
金設定グループ（存在する場合）が含まれます。

9

SMFは、CHFが送信した受信済みの課金更新応答の課金データを準備します。10

SMFは、N4セッション変更要求をUPFに送信します。この要求には、ULおよびDL
PDRの作成、QERの作成、受信した新しい料金設定グループクォータ情報のURRの
作成、変更されたクォータ情報の更新された URR、および FARの作成に関する詳細
が含まれています。

11

UPFは、SMFへの N4セッション変更応答として、作成された PDR内の ULトンネ
ル情報を送信します。

12

SMFは GTPv2セッション作成応答を S-GWに送信します。このレスポンスでは、承
認されたまたは部分的に承認されたリクエスト、P-GW S2b F-TEID、PAA、
APN-AMBR、ベアラーコンテキスト作成、課金ゲートウェイアドレス、APCOに関す
る詳細を示します。

13

SGWは、Wi-Fiトンネルから 4Gトンネルへのデータパス切り替えについて、ハンド
オーバー通知を含む変更ベアラー要求を PGWに送信します。

14

PGWは N4セッション変更要求を送信して、Wi-Fiトンネルを削除し、ステップ 4の
4Gトンネルの GTPv2セッション要求の作成で受信した DLトンネル情報を設定しま
す。

15

UPFが SMFに N4セッション変更応答を送信します。16

SMFは、ベアラーコンテキストリストを含む GTPv2セッション作成要求を SGWに
送信します。このリストには、エンドユーザー向けの DLトンネル情報が含まれてい
ます。

17

SGWは GTPv2セッション作成応答を SMFに送信します。この応答には、承認され
た要求または部分的に承認された要求の詳細と、ベアラーコンテキストが含まれま

す。

18

ePDGは GTPv2ベアラー要求の作成を送信します（DLトンネル情報を持つ EBIを
SMFに

19
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説明ス

テッ

プ

SMFはベアラー応答の作成を処理し、確立されたベアラーのDLトンネル情報と失敗
した EBIリスト（ある場合）を取得します。SMFは、Wi-Fiトンネルのために、N4
セッション変更要求をUPFに送信します。この要求は、DLトンネル情報、RAT変更
情報を使用してDLFARを更新し、4Gトンネルのリソースを削除することです。SMF
は、受信した失敗した EBIリストまたは失敗した QFIリストのWi-Fiトンネルの N4
リソースも削除します。

20

UPFは、使用状況レポートを含む N4セッション変更応答を SMFに送信します。21

SMFは、課金更新要求を CHFに送信します。この要求には、新しいアクセスパラ
メータを含む PDUセッション情報と、ステップ 8で受信した使用状況レポートで構
成される複数使用状況レポートが含まれています。

22

CHFは、既存の料金設定グループのクォータ情報を含むマルチユニット情報ととも
に、課金更新応答を SMFに送信します。

23

SMF + PGW-Cは、EBIまたは EBIリストを含めることで、SGWへの GTPv2 DB要求
を開始します。

24

SGWは、SMF + PGW-Cに対して GTPv2 DB応答を送信します。25

SMFは、SMポリシー制御の更新要求をUPFに送信します。このリクエストには、ベ
アラー応答の作成の一部として AMFから受信した失敗した QFIリストの新しいアク
セスパラメータとルールレポートが含まれています。

PCFは、SMポリシー制御更新応答として SMポリシー決定を送信します。

SMFは SMポリシー決定を処理し、3GPP 23.502セクション 4.3.3.2で定義されている
PCF開始変更手順として処理します。

26

非 3GPPインターワーキング機能
3GPPリリース 15以降、非 3GPPインターワーキング機能（N3IWF）は、5Gコアとの統合の
ために信頼できないWi-Fi（802.11）を適応させることにより、コアネットワークへの非 3GPP
アクセスを容易にします。UPFの N3IWFは、信頼できる 3GPP RANと、パブリックホットス
ポットやプライベートルータなどの信頼できないWi-Fiアクセスポイントの両方からの通信を
シームレスに管理します。WPA2などのリンクレイヤーセキュリティとは独立した、セキュア
なエンドツーエンド通信を保証します。UPFは、両方のアクセスタイプからの通信をアンカー
し、ネットワーク間で信頼性の高いの高いスケーラブルな接続を可能にします。
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N3IWFの接続とハンドオーバーの手順については、「非 3GPPアクセス向け N3IWF」を参照
してください。UPFでは、この機能は ePDGと同じですが、コールが N3IWFコンポーネント
からの場合、UPFは NRTAI値が設定されている ULIを受信します。この NRTAI値は、ULI
の既存の PFCP_IE_SUB_PARAMS IEに入力されます。UPFは、この NRTAI値を EDRにダン
プします。

ICSRとセッションのリカバリ
•セッション管理機能では、移行中、最新の状態が、安定した状態であると認識され、ハン
ドオーバーが LTEからWi-Fi（S2BGTP）またはその逆で完了すると、完全なチェックポ
イントがトリガーされます。これは、セッションリカバリと ICSRに適用されます。ユー
ザープレーンには、受信したすべてのメッセージに個別のセッションリカバリと ICSR
チェックポインティングがあります。

•ハンドオーバーが失敗した場合、つまり SMFとUPFが同期されない場合、SMFセッショ
ンは直近のアクセス時の状態で復旧し、UPFは新たな移行状態で復旧します。この動作
は、UPF障害発生時に適用されます。

制限事項

LTE -Wi-Fi間のシームレスハンドオーバー機能では、LTEから eHRPDおよびWi-Fiから eHRPD
へのハンドオーバーとハンドバックはサポートされません。

標準準拠

LTE - Wi-Fiシームレスハンドオーバー機能は、次の標準規格に準拠しています。

• 3GPP TS 23.214

• 3GPP TS 29.244

• 3GPP TS 23.401

• 3GPP TS 23.402
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/ucc/smf/2024-04/config-and-admin/b_ucc-5g-smf-config-and-admin-guide_2024-04/m_n3iwf_for_non_3gpp_access.html
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